
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いわきの復興を考える 3 泊 4 日のワークキャンプ 
2014 年 8 月 6 日（水）～9 日（土）  

フクシマ環境未来基地（担当：栗田） 

〒970-1376 

福島県いわき市三和町下三坂字永久保 40 

TEL : 0246-85-2777 

MAIL: kurita@conservation-corps.jp 

 

参加費用：6,000 円（食費・宿泊費込） 

参加対象：18 歳以上の若者 

参加定員：6 名程度 

活動内容：いわき市の海岸整備活動、復興支援活動に取

り組みます。また、いわき市の山間地域で地元の人たち

と協力しながら地域・森づくりに取り組みます。 

フクシマ環境未来基地 

申し込み：『フクシマ環境未来基地』HP 

→ お申込み／お問い合わせ 

のページから申し込みができます。 
 

 

 

活動日時：2013 年８月６日（水）～９日（土） 

活動場所：福島県いわき市 

宿泊場所：三和ハウス（フクシマ環境未来基地事務所） 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ワークキャンプ 開催の背景 

福島県いわき市は震災の影響で、海岸線約 29 ㎞が津波の被害を受けました。現在、新しいま

ちづくり計画に沿った建設工事、被災した住民のための公営住宅建設が進められています。 

フクシマ環境未来基地では震災以降、海岸林の整備活動（「苗木 for いわき」プロジェクト）

や被災者を対象にしたイベント開催等に取り組んできました。 

 今回のワークキャンプでは、それらの活動に実際に取り組んでもらいながら、いわき市の現状

を肌で感じてもらいたいと考えています。 

さらに、山間部に目をやると支援が入っていない地域が多々存在します。そのような地域の多

くが元々過疎問題を抱えており、震災以降は風評被害や県外避難による住民の流出という影響を

受け、過疎に拍車をかけています。 

そのような問題を抱える地域のいいところを掘り起し、活かし、元気な町を次の世代に引き継

いでいくためにも「若者」の力が必要とされています。 

震災から 3 年が経過したいまこそ、さまざまな活動を通してより地域に根差した「復興」の

あり方を考えていきたいと考えています。 

いわき市三和町下三坂地区にある、 

事務所を兼ねた一軒家で宿泊します。 

 男女 2 部屋で雑魚寝になります。 

 生活に必要なものはそろっています。 

 昔ながらの家なので多少の不便もあります。  

 食事は自炊。 

メニューや当番はみんなで決めます。 

 

前身となる NPO 法人トチギ環境未来基地では、

若者のチームが長期間、共同生活をしながら環境保

全活動に取り組む Conservation corps プログラ

ムを行っています。震災後、トチギ環境未来基地で

も復旧、復興、そしてその先の新しい社会づくりに

向けて、NPO は何ができるのかを話し合い、具体

的な活動を始めました。 

これまで取り組んできた若者の力を引き出すこ

と、チームによる長期間のプログラムを実施するノ

ウハウをもとに、いわき市に根差した活動団体フク

シマ環境未来基地を設立することとなりました。 

環境を「切り口」とした復興支援、そして次世代

の社会づくりに対して活動を行っています。 

皆さんの参加お待ちしています。 

１ 

日 

目 

オリエンテーション 

三和町下三坂地区フィールド散策 

２ 

日 

目 

いわき市海岸視察 

海岸清掃活動 

４ 

日 

目 

三和町下三坂での活動 

振り返り 

３ 

日 

目 

「苗木 for いわき」プロジェクト 

海岸林整備 

※活動内容は変更になる場合があります。 
 あらかじめご了承ください。 


